
数学数学 NO.NO.３３３３
〈解答〉
1　⑴　辺ＢＣ，ＧＨ　　⑵　 6㎝
2　⑴　ア　ＢＣ　　イ　ＥＨＦ　　ウ　ＦＥＨ
　　　　エ　 1組の辺とその両端の角がそれぞれ等しい
　　⑵　120度

配点　2⑴各 1点，他各 2点，1⑴完答　10点満点

〈解説〉
1　⑴ 　展開図を組み立てると，右の図のよう

になる。辺ＡＦとねじれの位置にある辺は，
辺ＢＣ，ＧＨで，これらの辺は展開図にお
いては，それぞれ辺ＢＣ，ＧＨにあたる。

　　⑵　右の図のように，
　　　　ＡＰ＝x㎝
　　　　ＢＱ＝ 2 x㎝
　　　 とすると， 5点Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｐ，Ｑを頂

点とする立体は四角錐ＣＡＰＱＢであり，
その体積が720㎝3であることから，

　　　　 13 ×
1
2 ×（ x ＋ 2 x ）×10×24＝720

　　　　　　　 13 ×
1
2 × 3 x×10×24＝720

　　　　　　　　　　　　　　　120 x＝720
　　　　　　　　　　　　　　　　  x＝ 6
　　　したがって，線分ＡＰの長さは 6㎝である。

2　⑴　〔証明〕
　　　△ＡＤＥと△ＥＦＨにおいて，
　　　　長方形の対辺は等しいので，
　　　　　ＡＤ＝   ア　ＢＣ        …①
　　　　回転移動で移動した辺なので，
　　　　　  ア　ＢＣ ＝ＥＦ       …②
　　　　　①，②より，ＡＤ＝ＥＦ    …③
　　　長方形の 1つの内角なので，
　　　　∠ＡＤＥ＝∠ＥＦＨ＝90°    …④
　　　長方形の対辺は平行なので，
　　　　ＡＥ//ＧＦ          …⑤



　　　⑤より，平行線の錯角は等しいので，
　　　　∠ＡＥＤ＝∠  イ ＥＨＦ      …⑥
　　　　　④，⑥より，残りの内角も等しくなるので，
　　　　　　∠ＤＡＥ＝∠  ウ ＦＥＨ     …⑦
　　③，④，⑦より，
　　　  エ　 1組の辺とその両端の角がそれぞれ等しい  ので，
　　　　△ＡＤＥ≡△ＥＦＨ
　　合同な図形の対応する辺は等しいので，
　　　　ＤＥ＝ＦＨ

　　⑵ 　ＡＣ＝ 2ＢＣより，△ＡＢＣは，右の図のように，
正三角形を二等分したものである。

　　　したがって，
　　　　∠ＢＡＣ＝30°
　　　　∠ＡＣＢ＝60°
　　　である。また，
　　　△ＡＢＣ≡△ＣＤＡ≡△ＡＩＪ≡△ＪＫＡより，
　　　　∠ＪＡＫ＝60°    …Ⅰ
　　　　ＢＣ＝ＤＡ＝ＩＪ＝ＫＡ  …Ⅱ
　　　 Ⅰ，Ⅱより，△ＡＤＫはＤＡ＝ＫＡで，頂角（∠ＤＡＫ ）が60°の二等辺三角形となるの

で，正三角形である。よって，∠ＡＤＫ＝60°なので，
　　　　∠ＪＤＫ＝180°－ 60°
　　　　　　　＝120°


